
（別紙３）

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 14人 （回答者数） 12人

～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・会議などを通して、取り組み内容の共有や課題検討を行う

・外部コンサルテーションなどを通して、療育内容の標準化

を図る

2

3

○事業所名 社会福祉法人なにわの里　きっずサポートなにわ

○保護者評価実施期間
2025年　12月1日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　4月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

属人性の高い業務になっている
担当制を取っているため、ケース担当者が担う部分が非常に

多い

支援内容の質 外部コンサルテーションの実施

家族支援の充実

・送迎を保護者が行っていることから、毎回の療育時にやり

取りする機会があり、その中で情報共有や相談を受けること

ができている

・ペアプロ、ペアトレ、家族交流会などの取り組み

事業所における自己評価総括表(児童発達支援)公表


